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日本の国民一人ひとりが、自らの
「からだ」の「しくみ」を生かすこと
で日本を再生する

人類よ、目覚めよ人類よ、目覚めよ
日本・世界での日本・世界での

新型コロナ新型コロナウイルス対策についてウイルス対策について

　令和３年 11 月７日（日）大阪府医師会館で
　第53回医療近代化シンポジュームが開かれました。
　主題　「COVID-19」
　演題・講師
　①「COVID-19 診療のこれまでとこれから」
　地方独立行政法人　大阪健康安全基盤研究所
　理事長　朝野和典
　②「新型コロナウイルスに対する防御免疫とは」
　大阪大学免疫学フロンテイア研究センター
　招へい教授／大阪大学　名誉教授
　宮坂昌之
　③「新型コロナウイルスに対するワクチン
　開発の現状と課題」
　大阪大学大学院医学系研究科
　臨床遺伝子治療学教授　森下竜一
　④「コロナ専門病院の運営と問題点」
　大阪市立十三市民病院院長　西口幸雄
　
　今回は、日本の免疫学の第一人者・宮坂昌之教授
と十三市民病院　西口幸雄院長の講演内容について
的をしぼり、ROB 理論にもとづく新たな提案をし
てゆきます。
　それぞれ、ご専門の分野でご活躍されている立派
な方々です。

【Ⅰ　二人の講演から生まれる問題点と解決の糸口】
　宮坂先生は、免疫学の第一人者で分子生物学に基
づいたデーターを駆使してコロナ対策を述べられま
した。論理的で非常に分かりやすい講演でした。し
かし新型コロナウイルスに対する現状は、他の講師
の方々を含めてまだまだ不確かです。
　そのため、大阪府医師会会場でわたしは、宮坂先
生が去年発言されたことの事実確認をさせていただ
きました。
　以下の質問の内容は、本紙 2020 年７月 15 日号に
もすでに掲載したものです（たまごビル HP河内新
聞欄で確認できます。参照ください）
　①文芸春秋 2020 年８月号 P330 で『ワクチンや
治療薬がなくとも個人レベルでできることもありま
す。「自然免疫」をフル活用するのです。それには
体調を整えることが一番です』
　② NHKBS １『山中伸弥が聞く新型コロナ』で「自
然免疫がしっかりしていれば、獲得免疫のお世話に
ならずにウイルスを撃退できてしまう人もいるのか

もしれない」
　また、「自然免疫が強い方は、その後抗原（ウイ
ルスなど）が一定以上入って来ると
　獲得免疫も動きやすくなる。なぜかというと獲得
免疫というのは自然免疫がうまく動いて初めて獲得
免疫が動くので、自然免疫の強い方は獲得免疫も非
常に起こりやすい。自然免疫がしっかりしている人
は通常、獲得免疫もしっかりしているのでかかりに
くい人はかかりにくいのかなと思います」
　と宮坂先生は述べておられますが、間違いないで
すか。と、わたしは確認を取りました。
　宮坂先生は、そうですと。同意されました。
　ということは、次の流れが明快になります。
〈１「からだ」がととのう→自然免疫がフル回転す
る→獲得免疫も良く働く→コロナウイルスにかかり
にくい〉
「からだ」をととのえる方法は、上部の図式表３が
その内容です。
次に、西口幸雄院長が総合病院からコロナ専門病院
に変わってからの困難な問題点を種々話されまし
た。風評被害からスタッフの離職等多岐にわたりま
す。しかし、西口先生の持って生まれた「すなお」
な人柄と「明るさ」で乗り越えてこられました。
ただ、いろいろな問題があるなかでも
〈２「医師や看護師のモチベーション対策が最も深刻
な問題です。いまだに難しい問題だと思っています」〉
と心情を吐露されました。なんとか、解決させてい
ただきたいとの念が、わたしにふつふつと湧きお
こってきました。

【Ⅱ　モチベーションを高めるための基本】
　それには、より確かな新型コロナウイルス感染予
防と重症化予防。そしてそのことに貢献できる医師
と看護師のありかたが必要です。
　感染予防と重症化しない方法については、本紙
10 月 15 日号で、ROB 理論に基づく対策を詳しく述
べました。今回も本紙上部の図式をご参照ください。
〈１「からだ」がととのう→自然免疫がフル回転す
る→獲得免疫も良く働く→コロナウイルスにかかり
にくい〉これが感染予防と重症化予防のポイントで
す。ROB 理論で「からだ」をととのえれば表４の
状態が生まれます。
　さて、それでは西口院長の大きな悩みである
〈２「医師や看護師のモチベーション対策が最も深
刻な問題です。いまだに難しい問題だと思っていま
す」〉についてはどう解決すればいいのでしょうか。
感染予防と重症化予防に、医師・看護師はどう関わ
ればいいのでしょうか。
　例えば十三市民病院での治療については、当然医
師と看護師が主体です。主役は医師と看護師です。
その両者のモチベーションが落ちるとはどういうこ
とでしょうか。
　
【Ⅲ　川島みどり先生の提案】
　ここでナイチンゲール記章受賞者・90 歳にもか
かわらずウェブでコロナ対策を研究されている川島
みどり先生の提案を聞いてみましょう。要約します。
　①根本的な問題
　感染防止のため、コロナを寄せ付けないでおこう
という新生活様式＝「距離を保ち」「向き合わず」「触

れず、話さず」は、看護の真価を発揮するために「そ
ばにいて」「見つめ、よく聞き」「触れる」とは真逆
のこととなり、また感染の不安が常にある。
　そのため感染防止対策を講じながらの直接ケアー
のありようを探る必要がある。
　②ゴールの見えない状況と達成感のなさが疲労困
憊に。看護の立場から薬に代わる方法はないか考え
る。
　③自然治癒力を高めるケアー
　自然の回復過程に働きかける。人工呼吸器・エク
モと並行して伏臥位・熱布バックケアーの併用。
　④医療崩壊を防ぐには看護の力も大事

　以上が、全てではないですが川島みどり先生提案
の要点です。

【Ⅳ　感染・重症化を予防する ROB理論】
　次に上部の図式をご覧ください。
　表１は、重症化し死に至る人の特徴＝上腹部がか
たい。表３は ROB 理論にもとづき、ROB 治療・総
合的免疫を生む実技・日常生活処方を行うことに
よって表４の状態が生まれる。
　�「からだ」の「しくみ」がスムーズに「はたらく」
状態となり
＝�「上腹部がやわらかい」状態
＝�「呼吸・循環・自律神経・人体力学・内臓全般の動き」
が良くなり
＝�「総合的免疫力」がある状態（現代の細分化され
た免疫学の対極にある具体的な考え方）
＝�「自然免疫・獲得免疫」が良く「はたらく」状態
＝�自然治癒力が活性化した状態

　となってきます。そうすると右端にある結果が生
まれます。
感染しにくい・感染しても無症状・重症化しないこ
とになります。

　上記を勘案して提案をしてゆきます。
　現代科学・医学的なアプローチは非常に大事なこ
とです。また、各分野の多くの方々のたゆまない努
力と貢献には感謝する以外ありません。
　石垣クリニックでは、ワクチン接種に際しクスリ
手帳を持参していただき、病気との関連をチエック
してゆきます。多剤併用の高齢者があまりにも多い
からです。待合室では、
　大内尉義　元日本老年学会理事長出演の NHK ク
ローズアップ現代「見逃される高齢者のクスリの副
作用」を放映し啓蒙に努めています。
　副反応を防ぐためです。５月から現在までに約
8000 名にワクチン接種をおこない、２回目接種の
あくる日にはすべての人に電話で安全確認をしてい
ます。また、PCR検査も自院で行っています。
　しかしながら、３年 11 月７日の「第 53 回医療近
代化シンポジューム」においても
なぜ、流行するのか。なぜ、極端に感染が少なくなっ

ているのか。
今後、どうなっていくのか。定かではありません。
　また、遺伝子操作による未来にわたる副作用につ
いては明らかではありません。新型コロナウイルス
対策としてのクスリの副作用等も考慮する必要があ
ります。
それではどうすればいいでしょうか。
そうです。現代医学の長所を活用し、短所を含み、
しかるべき対応をすればいいのです。

25大阪万博に基本理念を提案する
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表４

からだ＞ウイルス
①�「からだ」の「しくみ」が
　スムーズに「はたらく」状態
②�「上腹部がやわらかい」状態
③�「呼吸・循環・自律神経・
　人体力学・内臓全般の動き」
　が良い状態
④�「総合的免疫力」がある状態
⑤�「自然免疫・獲得免疫」が
　よく「はたらく」状態
⑥「自然治癒力」がある状態

表３

ROB理論に
もとづく

① �ROB治療（内臓調整）

②�総合的免疫を生む実技

　１三叉神経・迷走神経反射

　２手・足Aβ末梢神経刺激法

　３静脈還流体操

③�日常生活処方

　特に表１の①~⑦に対応

表１
重症化し、死に至る人に
共通する特徴＝上腹部がかたい
①�高齢者で基礎疾患のある人
②�肥満の人
③�ヘビースモーカー
④�免疫力を低下さすクスリを
　服用している人
　�（解熱剤・ステロイド・
　免疫抑制剤・タミフル・
　ゾフルーザ・ARB・
　カルシューム拮抗剤・睡眠薬・
　精神安定剤・抗がん剤・
　コレステロール低下剤・PPI等）
⑤�手術後の人
⑥�睡眠不足・過大なストレス・
食べすぎ等の人
⑦�病名が付かなくとも、内臓の
動きの弱い人

表２

からだ＜ウイルス
①�「からだ」の「しくみ」が
　�スムーズに『はたらかない」
状態
②�「上腹部がかたい」状態
③�「呼吸・循環・自律神経・
　�人体力学・内臓全般の動き」
が悪い状態�
④�「総合的免疫力」がない状態
⑤�「自然免疫・獲得免疫」が
　はたらかない状態
⑥�「自然治癒力」がない状態

今日の結論
　①まず、コロナ感染において主人公である人類の

「からだ」をととのえること。
　そうすれば、宮坂先生が指摘されるようにコロナ
にかかりにくくなる。
　②医師や看護師のモチベーションを上げるには、
医師・看護師が元気になり、その行動が明らかな効
果と結果を出すようにすることが大事。
　③介護・死の看取りをすればよく分かることだが、
対象の患者さんばかりでなく介護する側・看取る側
の「からだ」をととのえると非常にスムーズに事が
運ぶ。良い結果が出る。
　その意味で医師・看護師の「からだ」をととのえ
ることが非常に大事なことになる。
　④ まず、医師・看護師自らの「からだ」をととの
えることが基本。
　表３の三叉神経迷走神経反射～静脈還流体操を行
えば、表４の状態に「からだ」が元気になり、必ず
持続性・集中力・発想力・大局観ができる。　モチベー
ションが明らかに高くなる。そのため、患者への対
応がより的確になる。良い結果が出る。
　⑤ 寝たままの患者に医師・看護師が、三叉神経・
迷走神経反射～静脈還流体操を施療できる。
その場で結果が出る。その結果を医師・看護師が自
らの「手」で、「からだ」で感知できる。腑に落ちる。
　もちろん、座っていても寝ていても患者自身もで
きる。寝ていても筋力・呼吸・循環等は落ちない。
　患者・医師・看護師・理学療法士・介護士等も腑
に落ちる。同じ「からだ」の「しくみ」をもってい
るからだ。
　⑥そのうえで、現代医学のすばらしさを生かしつ
つ、自然治癒力を高めるケアーとして伏臥位・バッ
クアップケアー等も生かしてゆけばさらに良い効果
がでる。
　医師・看護師・他のコメデイカルのモチベーショ
ンは必ず上がってきます。さらに重症化を防ぐこと
ができます。
　十三市民病院のスタッフの方々全員に、この提案
をささげます。コロナ専門病院に変わってからのご
健闘、ありがとうございました。
今後もよろしくお願いいたします。

ウイルスに負けない

「からだ」づくり


